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年
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に
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け
る
追
加
の
規
制
改
革
事
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の
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り
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に
関
す
る
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意
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国
家
戦
略
特
区
に
お
け
る
追
加
の
規
制
改
革
事
項
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
八
年
十
一
月
九
日
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
に
お
い
て
、
国
家
戦
略
特
区
に
お
け
る
獣
医
学
部
の
設
置
に

関
す
る
規
制
改
革
事
項
と
し
て
、
「
現
在
、
広
域
的
に
獣
医
師
系
養
成
大
学
等
の
存
在
し
な
い
地
域
に
限
り
獣
医
学
部
の
新
設

を
可
能
と
す
る
た
め
の
関
係
制
度
の
改
正
を
、
直
ち
に
行
う
」
こ
と
が
追
加
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
決
定
に
よ
り
、
京
都
産
業
大

学
が
、
獣
医
学
部
を
有
す
る
大
阪
府
立
大
学
と
近
接
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
本
件
特
区
の
選
定
か
ら
漏
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

全
国
的
に
み
る
と
北
海
道
、
東
北
、
関
東
、
中
部
、
近
畿
、
中
国
、
九
州
と
各
エ
リ
ア
に
獣
医
学
部
の
あ
る
大
学
が
存
在

し
、
さ
ら
に
関
東
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
北
海
道
、
東
北
、
中
国
、
九
州
の
各
地
域
で
複
数
の
獣
医
学
部
が
存
在
し
、
近
畿
の

み
が
大
阪
府
立
大
学
一
校
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
質
問
す
る
。

一

こ
れ
ら
複
数
の
獣
医
学
部
の
存
在
が
各
地
域
で
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
今
回
の
議
論
に
お
い
て
突
然
「
広
域
的
に
獣
医
師
系

養
成
大
学
等
の
存
在
し
な
い
地
域
に
限
り
」
と
の
条
件
が
付
く
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
ま
た
こ
の
条
件
設
定
の
妥
当
性
は
ど

の
よ
う
に
説
明
す
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

平
成
二
十
七
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
関
西
の
人
口
は
、
そ
れ
ぞ
れ
お
よ
そ
大
阪
府
が
八
百
八
十
四
万
人
、
京
都
府
二

百
六
十
一
万
人
、
兵
庫
県
五
百
五
十
三
万
人
、
滋
賀
県
百
四
十
一
万
人
、
奈
良
県
百
三
十
六
万
人
、
和
歌
山
県
九
十
六
万
人

一



と
な
っ
て
お
り
、
合
計
す
る
と
二
千
七
十
一
万
人
と
な
る
。
こ
の
地
域
に
お
い
て
存
在
す
る
の
は
大
阪
府
立
大
学
の
獣
医
学

科
の
定
員
四
十
人
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
獣
医
学
部
定
員
一
人
当
た
り
の
地
域
人
口
で
み
る
と
、
約
五
十
一
万
八
千
人
と
な

る
。一

方
、
四
国
全
体
に
お
け
る
域
内
人
口
は
、
お
よ
そ
三
百
八
十
五
万
人
で
あ
り
、
そ
の
エ
リ
ア
に
新
設
さ
れ
る
予
定
の
獣

医
学
部
の
定
員
は
百
四
十
人
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
定
員
一
人
当
た
り
の
地
域
人
口
で
み
る
と
、
約
二
万
八
千
人
と
な

り
、
著
し
く
均
衡
を
欠
く
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
偏
在
が
あ
り
な
が
ら
「
広
域
的
に
獣
医
師
系
養
成
大
学
等
の

存
在
し
な
い
地
域
に
限
り
」
と
い
う
制
限
が
か
か
る
こ
と
に
な
っ
た
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

三

平
成
二
十
八
年
十
月
十
七
日
に
京
都
府
等
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
資
料
に
つ
い
て
、
今
治
市
の
提
案

資
料
や
議
事
要
旨
を
非
公
表
と
し
て
い
る
こ
と
と
の
整
合
を
も
っ
て
、
座
長
判
断
に
よ
り
公
表
を
見
送
っ
て
き
た
こ
と
が
政

府
答
弁
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
組
織
上
、
座
長
が
か
わ
る
こ
と
も
当
然
に
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
り
、
座
長
ご
と

の
判
断
基
準
が
異
な
る
と
、
制
度
の
運
用
の
一
貫
性
を
欠
く
こ
と
と
な
る
。
し
か
る
に
制
度
上
の
一
定
の
判
断
基
準
が
あ
る

べ
き
だ
が
、
今
回
の
非
公
表
の
判
断
基
準
は
ど
う
い
っ
た
も
の
な
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

関
連
し
て
、
平
成
二
十
九
年
九
月
五
日
の
「
国
家
戦
略
特
区

今
後
の
運
営
に
向
け
て
」
と
い
う
文
書
に
お
い
て
、

二



「
�
、
国
家
戦
略
特
区
の
透
明
性
向
上
と
機
能
強
化
」
の
項
中
、
「
折
衝
を
妥
結
さ
せ
る
た
め
に
は
、
担
当
者
同
士
が
非
公

開
を
前
提
と
し
て
建
設
的
な
意
見
交
換
の
場
を
も
つ
こ
と
も
、
極
め
て
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
」
と
う
た
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
今
回
の
加
計
学
園
選
定
に
つ
い
て
、
国
民
か
ら
検
討
状
況
に
つ
い
て
多
く

の
疑
問
や
説
明
不
足
と
の
指
摘
が
あ
る
中
で
、
そ
の
検
討
の
過
程
を
透
明
化
さ
せ
る
こ
と
は
極
め
て
大
切
で
あ
る
。
後
段
に

お
い
て
「
特
区
Ｗ
Ｇ
な
ど
で
の
議
事
公
開
に
つ
い
て
は
、
ル
ー
ル
を
明
文
化
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
非
公
開
の
意
見
交
換
で
あ
っ
て
も
一
定
期
間
経
過
後
に
公
開
す
る
な
ど
の
ル
ー
ル
も
国
民
の
信
頼
を
得
る
う
え
で
有

効
か
つ
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

か
か
る
観
点
か
ら
、
政
府
と
し
て
、
国
民
か
ら
疑
義
が
生
じ
な
い
議
論
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
れ
を
担
保
す
る
公

開
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど
う
定
め
た
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


